（学校運営協議会・報告様式）
令和６年度　第２回　合川小学校　学校運営協議会　実施報告書
１　日　時　　令和　６年　６月　１７日（　月　）１６：００　～　１７：００
２　場　所　　レインボーホール
３　あいさつ（学校長，委員長）
（1） 委員長あいさつ
５月３０日に開催されたCS研修会に参加しました。内容は大変参考になりました。
統廃合の各会議が進んでいます。協力よろしくお願いします。
（2） 学校長あいさつ
今日は，学習・環境・安全についてグループで意見交流を予定しています。
　　　忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。
４　情報交換
（1） 学校より

５月、６月の児童の様子
新体力テスト
５月14日（火）に新体力テストをたてわり班で実施しました。「上体起こし」「長座体前屈」「反復横とび」「ソフトボール投げ」はたてわり班で行い、その他は体育の時間に測定しました。

遠足

５月17日（金）に，１～３年生は深谷公園，４～６年生は中勢グリーンパークに行きました。深谷公園では縦割り班の３色に分かれて、「だるまさんが転んだ」やドッジボールをして遊びました。中勢グリーンパークでは，ドッジボールやサッカー、遊具や滑り台で自由に遊んでいました。

なお、子どもたちの付き添いや交通事故防止の見守りで，中内 滋さんにお世話になりました。

水泳授業

５月21日（火）から５月31日（金）までの期間に、スポーツの杜鈴鹿で水泳の授業を行いました。1年生から３年生は午前中に、４年生から６年生は午後に、どの学年も1時間の実技指導を全部で５回受けました。実技指導は泳力別に４つのグループに分かれ、インストラクターがそれぞれのグループに合わせた指導を行いました。顔を水につける練習からバタ足やふし浮き、クロールや背泳ぎなど、個々に合わせた内容で丁寧に指導していただいたので、子どもたちはとても楽しそうに練習していました。回数的には５回でしたが、１時間充実した指導を行ってもらえたので、短期間で泳ぎが上達した子がたくさんいました。
快適な環境でレベルに合った深さに調節してもらいながら教えていただけたことが子どもたちの上達につながったと感じています。
食育授業

５月末から栄養教諭の前田美代子先生に来校していただき、学年ごとに食育の授業を行いました。授業は学年別にテーマがあり、各学年とも年間２回、学年の発達段階に合った内容で授業してもらっています。子どもたちは食の大切さを実感したり、初めて知った給食センターの調理法に驚いたりしていました。

ふれあいタイム

児童会の子たちが、いろいろな学年が触れ合う機会として、「ふれあいタイム」を計画しました。ふれあいタイムは、業間休みに参加したい子がレインボーホールに集まり、オセロやレゴブロック、トランプなどをして楽しみます。高学年と低学年がオセロをしたり、レゴブロックを一緒に作ったりして仲良く過ごしていました。

1・２年生のオンライン交流
令和８年度の学校再編時に、合川小、天名小、郡山小の３

校の子どもたちがスムーズに新しい集団に馴染むことができるように、学校間の交流を行っています。具体的には、1年生から４年生までが年間を通してオンラインで交流したり社会見学を３校で一緒に行ったりします。

オンライン交流では自分の名前や好きな○○などの自己紹介を行ったり、クイズを出したりしています。どちらの学年も年間数回の交流会を予定しています。
朝の読書タイム
　６月10日（月）から14日（金）までの５日間，朝の学習で読書タイムを行いました。期間中は小説や物語、絵本など、自分の読みたい本を選び、集中して読書を行っていました。

避難訓練・引き渡し訓練

　６月12日（水）に避難訓練と引き渡し訓練を行いました。　

避難訓練は、授業中に大地震が発生したという設定で行いました。校長からは、地震が起こった場合の最初の６秒が身を守るために大切だということや、登下校中に地震が起こった場合の対応について話をしました。「わたしと家族の防災カルテ」について、この機会に待ち合わせ場所等、お子さんと確認しておいていただくよう、学校だよりで周知します。引き渡し訓練は、保護者等のご協力により、スムーズに行うことができました。

５　協議
（１）合川小学校学校運営協議会活動組織および活動方針について
　
（２）グループ別討議
＜学習指導部＞
テーマ「学習支援と合川小学校の子どもたちの学力向上」
合川小学校は、近年家庭学習の時間減ってきている。自ら主体的に学習していく家庭学習に取り組みつつ、基礎基本も定着させていくことが重要である。本校は、赤丸タイムで、赤丸ボランティアの方にお力添えをいただきながら、子どもたちの基礎基本を定着させている。非常にありがたい。

今年度スタートした複式学級については、「わたり」の授業がないので、学年ごとに落ち着いて学習に取り組めている。「町たんけん」などのさまざまな活動をボランティアさんや地域の方に支えていただきながら、行っている。
＜環境部＞

テーマ「児童の快適な環境整備」
・除草作業について

斜面が多く、地域の高齢の方も参加していただくことから、事故防止に十分留意して行わなければならない。地域の方の作業場所も斜面を除き、考えていく必要がある。PTAの若い世代が参加していただいているのはとてもよいこと。

７月や９月は暑い中での作業になるが、時間を短くしていただいていて、ありがたい。熱中症対策も十分行っていく必要がある。
・廃品回収について
ＰＴＡ会員数が少ないので、廃品回収で収入を得るため、これまで続いている活動。地域の方も廃品回収を待っていただいている。地区委員さんが回収する際に、地域の方とコミュニケーションをとる良い機会となっている。

＜安全部＞

テーマ「児童の安心安全の確保について」

昨年度、野生動物の出現などで通学路の変更を行った。
あいさつの取組では、コロナ禍前のハイタッチを復活させてもよいのではないか。
ＳＮＳについては、使い方教室の実施などをしてはどうか。
＜交流を通しての感想等＞

熱中症への対策として、授業中の水分補給のタイミングに気を付けてほしい。授業中だからダメとかではなく、先生から声掛けを行ってもらいたい。

ＳＮＳへの正しい理解と、安全な使い方への注意喚起を行ってもらいたい。

６　今後の予定（事項書２ページ）
７　コミュニティ・スクール推進コーディネーター　
鈴鹿市教育委員会事務局　加藤先生より
　学校と地域の関係性の良さを感じる討議であった。どのグループのどの議員さんも、「子どもたちのために」という視点で活発に発言していただいていた。今日の話し合いは、今後の学校経営に生かしていただきたい。地域に根差した学習をどのように進めながら、子どもたちに力をつけていくかを考えていくことが大切。
　熱中症のお話が出たが、水分補給とともに、熱中症指数をはかる機械を使用し、数値によって活動を制限しながら熱中症の予防につなげていってもらいたい。
　ＳＮＳは中学校で問題になっている。しかし、小学校の頃に指導しておくことが大切。携帯を持たせる前のしっかりしたルール作りが正しい使い方につながる。
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